Studies on the nutrient acquisition mechanism of the carnivorous plant Nepenthes alata Blanco by アン, タダイチ & 安, 忠一
Osaka University

















第 1 6 563 号
平成 13 年 11 月 28 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科応用生物工学専攻
学位論文名 Studies on the nutrient acquisition mechanism of the carnivorous 
plant Nepenthes alata Blanco 




教授関 達治 教授室岡義勝 教授原島 俊






DNase、 RNase、キチナーゼといった 7 種類の加水分解酵素活性が存在することを明らかにした。また、昆虫を捕
らえている開口後間もない捕虫袋の分泌液の pH は、関口直後(約 pH4.4)や関口前(約 pH4.9) の捕虫袋の分泌液





















(1)関口直後の捕虫袋の分泌液には、少なくとも 7 種類の加水分解酵素活性が存在することを明らかにしている o






(5) plasma membrane H二ATPase が捕虫袋分泌液の酸性化に関与していることを示唆する結果を示している。
以上のように、本論文は食虫植物の栄養獲得機構に関して重要な知見を与えており、これらの成果は植物の根以外
での養分吸収機構を理解するための重要な知見を提供するものであり、今後の植物工学の発展に寄与するところが大
き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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